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スーパーオーディオCDプレーヤー

取扱説明書

ヤマハスーパーオーディオＣＤプレーヤーＣＤ-Ｓ２０００をお買い上
げいただきまして、まことにありがとうございます。
■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障なくお使
いいただくために、ご使用前に取扱説明書と「安全上のご注意」、
保証書をよくお読みください。お読みになったあとは、保証書と
共に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。

■ 保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記入を必ず確かめ、
販売店からお受け取りください。

保証書別添付 



生命を吹き込む
弾き手の心を映し出すピアノは高度な技術力と人の芸術的感性
が美しく調和して生まれます。

ピアノに楽器としての命を吹き込む最終工程が「整音」と呼ば
れる作業です。

熟練した技術者が一音一音に全神経を集中し、弦を打つハン
マーの硬さや弾力を微妙に調整することで88の鍵盤すべての
音色と響きを完璧な状態に揃えていく、息の詰まるような時間。
研ぎ澄まされた人間の感性が音を決めています。それはオー
ディオ機器でも何ら変わりません。試聴を重ね、あらゆる構成
要素を入念に検討し、設計者が描く理想の音へ一歩、また一歩
と近づいていくのです。

100余年間、音と歩んできたヤマハの伝統が、すべてのヤマハ
オーディオ機器に息づいています。
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オーディオの歩み

1922年：高級手巻蓄音機を世に出す
1955年以来、数々のハイファイ機器 
（レコードプレーヤー、チューナー、 
プリメインアンプ、コントロールアンプ、 
パワーアンプやスピーカー）を発売
NS-20 モニタースピーカー

CA-1000プリメインアンプ
Ａクラス動作プリメインアンプのスタンダード

NS-690 モニタースピーカー
NS-1000M モニタースピーカー
ハイファイファンに現在でも愛される伝説の 
スピーカー

B-1 パワーアンプ
全段に FETを採用した革新的なパワーアンプ

C-2 コントロールアンプ
ミラノ国際音楽ハイファイショーで最高賞を受賞

NS-10M スタジオモニタースピーカー
世界で最も普及したスタジオモニター

A-1 プリメインアンプ
PX-1 レコードプレーヤー
ヤマハ初のリニアトラッキング式 
レコードプレーヤー

B-6 パワーアンプ
X電源、Xアンプ搭載のピラミッド型パワーアンプ

GT-2000/L レコードプレーヤー
GT思想を具現化した超精密重量級プレーヤー

CD-1 初の CDプレーヤー発売 
（1983年）
B-2x パワーアンプ
MX-10000 パワーアンプ、 
CX-10000 コントロールアンプ
セパレート機器の能力の定義を変えたアンプ 
100周年記念モデル

AX-2000 プリメインアンプ
128dBの高S/N比、デジタル 
ダイレクト機能搭載

GT-CD1 CDプレーヤー
一体型セパレート構造を持つ 
トップエントリー式プレーヤー

MX-1 パワーアンプ、 
CX-1 コントロールアンプ

Soavo-1、Soavo-2 ナチュラルサウンド 
スピーカーシステム
A-S2000 プリメインアンプ、 
CD-S2000 スーパーオーディオ 
CDプレーヤー
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4

◆ DACを起点としたフルバランス伝送による高品質再生

◆ デジタル／アナログ完全分離型のツイン電源トランス

◆ 静粛性に優れたヤマハオリジナルのローディングメカニズム

◆ 左右独立の電源回路とツインDAC構成により Lch/Rch が
完全独立したシンメトリカルバランス回路

◆ ピュアダイレクトモード搭載

◆ 高品位なスーパーオーディオCD再生

◆ 振動を排除する新開発のスパイク内蔵重量型脚部

■ 付属品
同梱されている付属品をご確認ください。
• 電源コード
• リモコン
• 単3乾電池（2本）
• ステレオピンケーブル（動作確認用）
• 安全上のご注意（別冊）

■ 本書の記載について
•「ご注意」は操作、設定を行う際に留意すべき事項、yは知っておくと便利な補足情報を記載しています。 
• 本書は製品の生産に先がけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様が一部異なる場合がありま
す。また、仕様は予告なく変更されることがあります。ご了承ください。

• 写真はイメージです。実際とは異なります。
• 本機をご使用になる前に、別冊の安全上のご注意を必ずお読みください。

もくじ
各部の名称と機能...........................................................................................................................................6
接続 ...............................................................................................................................................................14
仕様 ...............................................................................................................................................................18
再生できるディスク／フォーマット .........................................................................................................19
故障かな？と思ったら ................................................................................................................................21
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各部の名称と機能

5

各部の名称と機能
この章では、フロントパネル、リアパネル、リモコンの各部の名称および 
機能について説明しています。
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Black
各部の名称と機能

■ フロントパネル

1 POWER
パ ワ ー

（電源）スイッチ／インジケーター
本機の電源をON（オン）/OFF（オフ）します。
y
• 本機の電源がオンのとき、POWERインジケーターが点
灯します。

• ディスクトレイにディスクがセットされた状態で電源を
オンにすると、自動的に再生が始まります。

2 リモコン受光部
リモコンの信号を受信します。

3 SA-CD/CDボタン／インジケーター
ハイブリッドスーパーオーディオCDの再生レイ
ヤーをスーパーオーディオCDとCD間で切り替え
ます（19ページ参照）。
y
• 再生の停止中に操作してください。
• スーパーオーディオCDレイヤーを選択すると、SA-CD/
CDインジケーターが点灯します。

• この設定は本機の電源をオフにした後も保持されます。

スーパーオーディオCDレイヤーを選択している間は、音
声信号はバランス出力端子とアナログ出力端子からのみ出
力されます。

4 PURE
ピ ュ ア

 DIRECT
ダ イ レ ク ト

ボタン／インジケーター
PURE DIRECTをオンにすると、高音質な再生が
楽しめます。
PURE DIRECTにすると：
• PURE DIRECTインジケーターが点灯します。
• リアパネルの光デジタル出力端子、同軸デジタル
出力端子（8ページ参照）から信号が出力されな
くなります。

• フロントパネルのディスプレイには最小限のイン
ジケーターやメッセージのみが表示されます。

y
• 再度押すとPURE DIRECT がオフになります。
• この設定は本機の電源をオフにした後も保持されます。

5 ディスクトレイ
ディスクをセットします。

POWER

OFF

ON
SA-CD/CD PURE DIRECT

31 2 4 5

ご注意
6
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6  （開閉）ボタン
ディスクトレイを開閉します。
y
ディスクトレイは下記の方法でも閉められます。
• フロントパネルまたはリモコンの  を押すか、または
ディスクトレイの手前を軽く押す。

• リモコンの任意の数字ボタンを押す。

7  （頭出し／早戻し） 、 
 （頭出し／早送り）

トラックの頭出しをします。
 ：次のトラックに頭出しします。
 ：現在再生中のトラックの先頭に頭出しし

ます。
 （2回）：前のトラックに頭出しします。
  または  を押し続けると早戻しまた
は早送りを開始します。

y
  または を押し続けると、早戻し／
早送りの速度が４段階で切り替わります。

8  （再生）ボタン
再生を開始します。

9  （ポーズ）ボタン
再生を一時停止します。 または  を押すと再生が
始まります。

0  ( 停止 ) ボタン
再生を停止します。

A  （再生）/  （ポーズ）インジケーター
再生／一時停止時に点灯します。

B ディスクインジケーター
ディスクトレイにセットされているディスクの種類
を示します。

C 再生時間表示インジケーター
ディスプレイに表示される時間表示の状態を示しま
す（11ページ参照）。

D 再生モードインジケーター
現在の再生モードを示します（10ページ参照）。

E ディスプレイ

ALLOFFRANDOMREMAINTOTALTRACK SREPPROGWMAMP3SA-CD

09876

A B C D E

MP3/WMAの再生について詳しくは、20ペー
ジをご覧ください。
7
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各部の名称と機能

■ リアパネル

1 バランス出力端子（オス）

2 アナログ出力端子

3 光デジタル出力端子

4 同軸デジタル出力端子

スーパーオーディオCDレイヤーを再生している間は、音
声信号はバランス出力端子とアナログ出力端子からのみ出
力されます。

COAXIALOPTICAL

BALANCED OUT

OUTPUT

ANALOG OUT

R LLR

BALANCED OUT

DIGITAL OUT

21

43

接続に関しては14ページをご覧ください。

ご注意
8
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5 AC IN（交流入力）
付属の電源ケーブルを接続します。
接続に関しては16ページを参照してください。

6 脚
本機の脚にはスパイクが内蔵されています。スパイ
クを使用すると本機に対する振動の影響を減少でき
ます。スパイクを利用するには、磁石式のスパイク
カバーを取り外してください。

重要

脚に内蔵されたスパイクを利用すると、本機を設置し
た棚または床が傷つくことがあります。そのようなお
それがある場合は、スパイクカバーまたはお手持ちの
保護材をご使用ください。

y
本機が不安定な場合には、脚を回して高さを調整できま
す。

AC IN

5 6

スパイク

スパイクカバー
9
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Black
各部の名称と機能

■ リモコン 1 赤外線送信部
本体に向けて赤外線信号を送出します。

2 SA-CD/CDボタン
ハイブリッドスーパーオーディオCDの再生レイ
ヤーをスーパーオーディオCDと CDの間で切り替
えます（19ページ参照）。
y
• 再生の停止中に操作してください。
• スーパーオーディオCDレイヤーが選択されるとフロン
トパネルのSA-CD/CDインジケーターが点灯します。

• この設定は本機の電源をオフにした後も保持されます。
• スーパーオーディオCDレイヤーを再生している間は、
音声信号はバランス出力端子とアナログ出力端子からの
み出力されます。

3 DIMMER
デ ィ マ ー

（調光）ボタン
フロントパネルのディスプレイの明るさを選択しま
す。DIMMERを押すたびに明るさが下記の順番で
変化します。

y
この設定は本機の電源をオフにした後も保持されます。

4 数字ボタン
トラック番号で曲を直接選択するときに使用します。

この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無効にな
ります。

5 REPEAT
リ ピ ー ト

ボタン
１曲または全曲をリピート再生します。再生中に
REPEATを押すたびに、リピート再生は下記のよ
うに切り替わります。

• REP S（一曲リピート再生）：再生中の曲を再生
し終えると、その曲の先頭から再生を繰り返しま
す。

• REP ALL（全曲リピート再生）：ディスクの最後
の曲を再生し終えると、ディスクの最初の曲から
再生を繰り返します。

この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無効にな
ります。

6  （早戻し）、  （早送り）
曲を早戻しまたは早送りします。
y
  または  を押すたびに、早戻し／早送りの速度が
4段階で切り替わります。

98

0

7

654

321

RANDOMREPEAT PROGRAM

CLEARENTER

DISPLAYDIMMER

CD

OPEN/CLOSEPURE DIRECTSA-CD/CD

E

3

2

1

G

F

D

C

B
A

0

9
8

6

5

4

7

ご注意

ご注意

→明るい→やや明るい（初期値）
暗い←やや暗い←
10
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7   、  （頭出し）
 ：次のトラックに頭出しします。
 ：現在再生中のトラックの先頭に頭出しします。
 （2回）：前のトラックに頭出しします。

8 OPEN/CLOSE（開閉）ボタン
ディスクトレイを開閉します。

9 PURE
ピ ュ ア

 DIRECT
ダ イ レ ク ト

ボタン
PURE DIRECTをオンにすると、高音質な再生が
楽しめます。
PURE DIRECTモードにすると：
• PURE DIRECTインジケーターが点灯します。
• リアパネルの光デジタル出力端子、同軸デジタル
出力端子（8ページ参照）から信号が出力されな
くなります。

• フロントパネルのディスプレイには最小限のイン
ジケーターやメッセージが表示されます。

y
この設定は本機の電源をオフにした後も保持されます。

0 DISPLAY
デ ィ ス プ レ イ

ボタン
時間表示を切り替えます。再生中にDISPLAYを押
すたびに、時間表示は下記のように切り替わりま
す。

• 現在のトラックの経過時間（デフォルト設定）：
フロントパネルのディスプレイにはTRACKイ
ンジケーターが点灯します。

• 現在のトラックの残り時間：フロントパネルの
ディスプレイにはTRACKと REMAIN のインジ
ケーターが点灯します。

• ディスクの残り時間：フロントパネルのディスプ
レイにはTOTALと REMAINのインジケーター
が点灯します。

A CLEAR
ク リ ア

ボタン
プログラム編集モード時に、最後にプログラムされ
ているトラックを消去します。詳しくはこのページ
の『プログラム再生』をご覧ください。
y
プログラム再生が停止しているときに押すと、プログラム
されたトラックを全て消去できます。

B ENTER
エ ン タ ー

（入力）ボタン
プログラム編集モード時に、数字ボタンで選んだト
ラック番号を確定します。

C RANDOM
ラ ン ダ ム

ボタン
ディスク内の曲を順不同で再生します（ランダム 
再生）。

• この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無効にな
ります。

• 再生を停止またはディスクを取り出すと、ランダム再生
は解除されます。

D PROGRAM
プ ロ グ ラ ム

ボタン
プログラム再生モードをオン／オフします。詳しくは
このページの『プログラム再生』をご覧ください。

E  （ポーズ）ボタン
再生を一時停止します。 または  を押すと再生
が始まります。

F  （再生）ボタン
再生を開始します。

G  （停止）ボタン
再生を停止します。

■ プログラム再生
プログラム再生モードでは、トラックをプログラム
した順番で再生できます。 

• この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無効にな
ります。

• ディスクを取り出したり、本機の電源をオフにすると、
プログラムされたトラックは全て消去されます。

1 再生を停止している間にPROGRAMを押します。
本機はプログラム編集モードにセットされます。

2 数字ボタンを使用してトラックを１つ選び、
ENTERを押して確定します。

3 手順２を繰り返して次のトラックを入力します。
最大で24個のトラックまでプログラムできます。

4  pを押します。
プログラムした順序で再生が始まります。

ご注意

MP3/WMA再生に関して詳しくは、20ページ
をご覧ください。

ご注意
11
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各部の名称と機能

■ リモコンに電池を入れる

1 バッテリーカバーの  マークを押しながら、
カバーをリモコンから取り外す。

2 電池ケース内に記載されている極性 
（＋／－）にしたがって、単3乾電池（2 本）
を、電池ケースに挿入する。

3 バッテリーカバーをリモコンに装着する。 

■ リモコンを使用する
リモコンは指向性のある赤外線を送信します。リモ
コンは必ず本体のフロントパネルのリモコン受光部
に向けて操作してください。

2

1

3

30 30
６ｍ以内
12



接続
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接続
この章では、 CD-S2000 と アンプの接続について説明します。
13
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接続

COAXIALOPTICAL

BALANCED OUT

OUTPUT

ANALOG OUT

R LLR

BALANCED OUT

DIGITAL OUT

アンプ

アンプがXLRコネクター式のバランス端子を
備えている場合は、最適なオーディオ性能を
得るためにバランスケーブル接続を推奨します。

スーパーオーディオCDレイヤーを再生
している間は、音声信号はバランス出力端子と
アナログ出力端子からのみ出力されます。

バ
ラ
ン
ス
ケ
ー
ブ
ル

ス
テ
レ
オ
ピ
ン
ケ
ー
ブ
ル
（
付
属
品
）

同
軸
デ
ジ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル

光
デ
ジ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル

14



01Ja_CD-S2000_J.book  Page 15  Friday, October 26, 2007  4:39 PM
■ バランス出力端子の接続
XLRコネクター式のバランス出力端子を備えたア
ンプを接続します。端子のピン配置は下図に示す通
りです。アンプに付属の取扱説明書を参照し、その
XLRバランス出力端子が下のピン配置に対応して
いるかを確認してください。

接続の際には必ずピンどうしを合わせ、XLRコネ
クター（メス）を差し込みます。接続を外すには、
XLRコネクター（メス）のラッチロックレバーを
押し下げながら引き抜きます。

AC IN

1: アース 2: HOT

3: COLD

XLRコネクター（メス）

XLRコネクター（オス）
15
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接続

■ 電源コードを接続する
すべての接続が終了したら、電源コードを本機の
AC IN 端子に差し込み、家庭用AC100V、 
50/60Hz のコンセントに電源プラグを接続しま
す。

y

• 付属の電源コードの▽マークは極性（本機のコールド側）
を示しています。

• 接続するときの電源プラグの向き（極性）によって音質
が変わることがあります。お好みの向きで接続してくだ
さい。

AC IN

コンセントへ

付属の電源コード

極性表示
　（本機のコールド側）
16
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仕様
この章では、 CD-S2000の技術仕様を掲載しています。
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仕様

オーディオ部
• 周波数特性 
SA-CD .................................  2 Hz ～ 50 kHz、（－3 dB） 
CD ..............................................................  2 Hz ～ 20 kHz

• 歪率 (1 kHz) 
SA-CD ......................................................... 0.0017％ 以下 
CD ................................................................... 0.002％ 以下

• S/N比（JEITA） ............................................... 116 dB 以上

• ダイナミックレンジ 
SA-CD ............................................................. 110 dB 以上 
CD .................................................................... 100 dB 以上

• 出力レベル (1 kHz、0 dB) ............................. 2.0 ± 0.3 V

レーザー部
• レーザータイプ 
SA-CD .........................................  半導体レーザー AlGaInP 
CD .................................................  半導体レーザーAlGaAs

• 波長 
SA-CD .....................................................................  650 nm 
CD ............................................................................  780 nm

• レーザー出力 
SA-CD ................................................................. 最大 5 ｍW 
CD ........................................................................ 最大 7 ｍW

総合
• 電源電圧 ........................................... AC 100 V、 50/60 Hz

• 消費電力 ...........................................................................  25 W

• POWER OFF 時消費電力 ................................................  0 W

• 寸法 ( 幅 x 高さ x 奥行き ) ........... 435 x 137 x 440 mm

• 質量 ..................................................................................  15 kg

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあ
ります。

お手入れのしかた

本機を手入れするときは、ベンジンやシンナー
などの化学薬品は使用しないでください。表面
を傷めてしまう恐れがあります。手入れは柔ら
かい布で乾拭きしてください。 汚れがひどいとき
は、水で薄めた洗剤を布に含ませ、よくしぼっ
て拭き取ってください。

木が伸縮することにより、本体側面の板を固定
しているネジが緩む場合があります。その場合
は、ネジを締め直してください。
18
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再生できるディスク／フォーマット

■ 再生できるディスクの種類
本機は以下に示すマークがつけられたディスクを再
生できます。それ以外のディスクは絶対に本機に
セットしないでください。本機は8センチCDも
再生することができます。

スーパーオーディオＣＤ

高音質な音楽情報が高密度に記録されたディスクで
す。スーパーオーディオCDには、シングルレイ
ヤー、デュアルレイヤー、ハイブリッドレイヤーの
３種類のタイプがあります。ハイブリッドレイヤー
のディスクには、１層のレイヤーに２種類のデータ
が記録され、もう１層に従来の音楽CDデータが記
録されているため、通常のCDプレーヤーでも再生
できます。

• 本機ではディスクに含まれる文字情報は表示されません。
• 本機ではDSDマルチチャンネルで記録された音声は再生
されません。

コンパクトディスク（オーディオCD）

市販の音楽CDとして最もポピュラーなディスクで
す。

CD-R、CD-RWディスク

ご自分で書き込んだCD-Rや CD-RWを音楽CD
として再生できます。MP3またはWMA形式の
ファイルも再生できます。

• 信頼できるメーカーのディスクを必ずご使用ください。
• ディスクやケースに下記のいずれかの表示のあるディス
クをご使用ください。
- FOR CONSUMER
- FOR CONSUMER USE
- FOR MUSIC USE ONLY

• CD-RまたはCD-RWはファイナライズされたディスクの
み再生できます。

CD-TEXT ディスク

アルバム名、曲名、アーティスト名などの文字情報
が記録されたディスクです。本機はCD-TEXTディ
スクの音楽再生に対応しています。

本機ではディスクに含まれる文字情報は表示されません。

ご注意

1

2

3

スーパーオーディオＣＤディスクタイプ

シングルレイヤー
ディスク

HDレイヤー

デュアルレイヤー
ディスク

ハイブリッド
レイヤーディスク

HDレイヤー CDレイヤー

HDレイヤー

ハイブリッドスーパーオーディオ
ＣＤディスク

通常のＣＤプレーヤーで再生できる
ＣＤレイヤー

- 高音質ＤＳＤステレオ

- 高音質ＤＳＤマルチチャンネル

高密度レイヤー

ご注意

ご注意

ご注意 :
一部のCD-RWディスクや正しく録音されていない
ディスクは、本機では再生できない場合があります。

誤動作を防ぐために :
• ハート型のディスクなど標準的で
ない形のディスクは、本機の故障
の原因となる恐れがあります。

• ディスクにテープや紙などを貼ら
ないでください。詰まったり、本
機の故障の原因となる恐れがあり
ます。
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再生できるディスク／フォーマット

■ MP3およびWMAディスクについて
本機ではCD-R や CD-RWに収録したMP3、
WMAファイルを音楽CDと同様に再生することが
できます。

MP3
MPEG-1 Audio Layer-3 の略で、音声データを圧
縮するフォーマットの一つです。音楽CDと同じレ
ベルの音質を維持してデータ容量を圧縮することが
できます。

• 本機では、MP3ファイルをトラック名のアルファベット
順に再生します。

• フォルダーとトラックの数は合計で648（うちフォル
ダー数は最大299）まで認識、再生することができま
す。

• ライティングソフトなどライティングの条件によっては、
アルファベット順に再生されないことがあります。

• 本機は44.1kHz のサンプリング周波数に対応していま
す。

• 本機は32、40、48、56、64、80、96、112、
128、160、192、224、256、320 kbps のビッ
トレートに対応しています。可変ビットレートには対応
していません。

• 本機は ISO9660フォーマットのディスクに対応してい
ます。

• ファイルに含まれる文字情報は本機では表示されません。

WMA
Windows Media Audio の略で、MP3と同様に音
声データを圧縮するフォーマットの一つです。
MP3よりも高い圧縮率で、データ容量を圧縮する
ことができます。

• 本機では、WMAファイルをトラック名のアルファベッ
ト順に再生します。

• フォルダーとトラックの数は合計で648（うちフォル
ダー数は最大299）まで認識、再生することができま
す。

• ライティングソフトなどライティングの条件によっては、
アルファベット順に再生されないことがあります。

• 本機は44.1kHz のサンプリング周波数に対応していま
す。

• 本機は48、64、80、96、128、160、192 kbps
のビットレートに対応しています。可変ビットレートに
は対応していません。

• 本機は ISO9660フォーマットのディスクに対応してい
ます。

• 本機では、著作権保護されたWMAファイルは再生でき
ません。

• ファイルに含まれるテキストデータは本機では表示され
ません。

■ ディスクの取り扱い
• できるだけディスクの縁を持つようにして、表面
に触れないように扱ってください。

• ディスクは磨耗することはめったにありません
が、取り扱い中についた表面の傷によって、正常
に再生できなくなることがあります。

• レーベル面に紙など (レーベル面用のシールも含
みます。)を貼ったり、ボールペン等、先の固い
もので文字を書いたりしないでください。

• 折り曲げたり、強い衝撃を与えたりしないよう注
意して扱ってください。

• 演奏が終わったディスクは必ずケースに入れて保
管してください。

• 信号記録面に傷をつけないよう、特にケースから
の出し入れには注意してください。

• 記録面に指紋やほこりがついたときは、柔らかな
布などで軽く内側中心から外側へ直角方向に拭い
てください。ほこりや汚れは柔らかい布で軽く拭
き取ってください。

• レコードスプレー、帯電防止剤、またはその他の
化学薬品などで絶対にディスクを拭かないでくだ
さい。表面が侵されることがあります。

• 直射日光の当たる場所や、高温多湿な場所に長時
間置くと、ディスクが変形したりして使用できな
くなる原因となりますので、絶対に置かないでく
ださい。

• 8センチCDを再生するときは、ディスクトレイ
の内側の溝に置いてください。また、8センチ
CDの上に12センチCDを重ねて置かないでく
ださい。

ご注意

ご注意
20
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故障かな？と思ったら

本機をご使用中に正常に動作しなくなったときは、下記の事項をご確認ください。その上で正常に動作しな
い、あるいは下記以外で何か異常が認められた場合は、本機の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセン
トから抜いて、お買い上げ店または最寄りのヤマハ音響製品サービス拠点まで、お問い合わせください。

症状 原因 対策 参照
ページ

電源スイッチを操作し
ても電源が入らない

電源プラグが正しく接続されていない。 電源プラグをコンセントに差し込み直して
ください。 16

ディスクトレイが完全
に閉まらない

ディスクトレイに異物が入っている。 ディスクトレイを確認し異物を取り除いて
ください。

—

ディスクを入れても演
奏できない

ディスクに傷がある。 ディスクを交換してください。 —

本機内部のレンズが結露している。 本機をオンにして20～30分待ってから
再度ディスクを再生してください。 ―

ディスクが裏返しにセットされている。 ディスクのレーベル面を上にして入れてく
ださい。 ―

ディスクがひどく汚れている。 クリーニングしてください。 20

本機が対応していないフォーマットの
MP3またはWMAファイルを再生しよう
としている。

本機が対応しているフォーマットで記録さ
れたディスクと交換してください。 20

正しく録音されていないCD-RWディスク
を使用している。

正しく録音され、本機に対応したディスク
を使用してください。 19

本機が対応していない規格外のディスクを
使用している。

正しく録音され、本機に対応したディスク
を使用してください。 19

演奏が遅れて始まった
り、正しくない位置か
ら始まる

ディスクに汚れや傷がある。 ディスクをクリーニングするか、傷のない
ディスクに交換してください。 20

音が出ない 出力ケーブルの接続が正しく接続されてい
ない。

出力ケーブルの接続を確認してください。
症状が改善されない場合は、ケーブルに問
題がないか確認してください。

14

アンプの操作が間違っている。 アンプの入力を確認してください。 —

デジタル端子に接続し
た機器から音声が再生
されない

PURE DIRECTがオンになっている。 PURE DIRECTをオフにしてください。 6

スーパーオーディオCDレイヤーを再生し
ている。

再生するレイヤーを切り替えてください。 6、10

音飛びをする 本機が振動や衝撃を受けている。 設置場所を変えてください。 —

ディスクがひどく汚れている。 クリーニングしてください。 20

ブーンというハム音が
入る

ステレオピンケーブルがしっかり接続され
ていない。

ステレオピンケーブルをしっかり差し込ん
でください。症状が改善されない場合は、
ケーブルに問題がないか確認してください。

14

チューナーにノイズが
入る

本機とチューナーの設置場所が近い。 チューナーから遠ざけるか、または本機の
電源を切ってください。

—

ディスクトレイから雑
音がする

ディスクが変形している。 変形のないディスクに交換してください。 —
21
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故障かな？と思ったら

症状 原因 対策 参照
ページ

リモコンでは操作でき
ない

乾電池が消耗している。 乾電池を交換してください。 12

操作する位置が本体から遠すぎるか、また
は角度が正しくない。

リモコンは本体から6ｍ以内で、また本体
正面より左右それぞれ30°以内の角度で
操作してください。

12

受光部に強い日光や照明（インバーター蛍
光灯など）が当たっている。

受光部に強い光が当たらないように本機の
置き場所や方向、または照明の位置を変え
てください。

12
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スーパーオーディオCDプレーヤー
安全上のご注意

J

ヤマハスーパーオーディオ CD プレーヤー
CD-S2000 をお買い上げいただきまして、まことに
ありがとうございます。
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永
年支障なくお使いいただくために、ご使用前にこ
の「安全上のご注意」と取扱説明書、保証書をよ
くお読みください。お読みになったあとは、大切
に保管し、必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入
を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

保証書別添付
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について
以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

 警告

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V (50/60Hz)の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因になります。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ
に水で洗い流し、医師に相談してください。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

電源/電源コード 電池

分解禁止
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本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（本機の周囲に左右10cm、上10cm、背面10cm以上
のスペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

ディスクの挿入口や放熱用の通風孔、パネルのすき
間から金属や紙片など異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

ディスクをセットする際は、手をディスクトレイに
挟まれないよう注意する。
閉めるときに挟まれて、けがの原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

 注意

必ず付属の専用電源コードを使用する。
専用電源コード以外の使用は、火災や感電の原因になり
ます。

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら
ない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

電池は極性表示（プラス＋とマイナス－）に従って、
正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな
ります。

指定以外の電池は使用しない。また、種類の異なる
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

設置

使用上の注意
手入れ

電源/電源コード

電池
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電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに
入れて携帯・保管しない。
電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの
原因になります。

電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外
す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに
従って廃棄する。

必ず2人以上で開梱や持ち運びをする。
重いので、けがの原因になります。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を
あたえるおそれがあります。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量（ボ
リューム）を最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

ディスクの挿入口には手を入れない。
本機のメカニズムに手を引き込まれ、けがの原因になり
ます。

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した
ディスクを使用しない。
ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散っ
て、けがの原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると、視覚障害の原因になりま
す。

業務用機器とは接続しない。
デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、
スピーカーを傷める原因になります。

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー等で外装をふかない。また接点
復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼する。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の
原因になります。

設置

移動

使用上の注意

手入れ
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■ 乾電池に関するご注意
• リモコンで操作しづらくなったら、すべての乾
電池を新しいものに交換してください。

• 単3乾電池をご使用ください。
• 極性（+/－）があっているかよくご確認くださ
い。乾電池の向きを電池ケース内の表示にあわ
せてください。

• リモコンを長期間ご使用にならないときは、乾
電池を取り外してください。

• 新しい乾電池と、古い乾電池を混ぜて使わない
でください。

• 乾電池には、形状や色が同じものでも種類が異
なるもの（アルカリとマンガンなど）がありま
す。表示をよく読んで、種類の異なる乾電池を
混ぜて使わないでください。

• 乾電池が液もれした場合は、液に触れないよう
注意して廃棄してください。液が目や口に入っ
たり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗
い流し、医師に相談してください。新しい乾電
池を入れる前に電池ケース内をきれいにふいて
ください。

• 乾電池を一般のゴミといっしょに捨てないでく
ださい。地域のきまりに従って正しく処置して
ください。

■ リモコンの取り扱いに関するご注意
• 本機とリモコンの間に障害物を置かないでく
ださい。

• リモコンに水などの液体をこぼさないでくださ
い。

• リモコンを落とさないでください。
• リモコンを下記のような場所に放置したり保管
したりしないでください。
- 浴室などの湿気の多い場所
- ヒーターやストーブの近くなどの高温になる場所
- 温度が極端に低い場所
- ホコリの多い場所

• 本機のリモコン受光部に直射日光や強い照明
（インバーター蛍光灯など）が当たっていると、
本機をリモコンで操作できないことがありま
す。このような場合は、照明の向きを変える
か、本機を置く場所を変えてください。
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